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最近,広報の表紙に生きものが現れてないということで,今回は 2号館の地下室で飼われているアフ

リカツメガエルXenopus Laevisを 登場させてみた9

大きくて黒っぽいのが野性型のXellopus Laevis,や や小さくて白いのがアルビノ (但 し, これらに

おいてはリボソーム RNA遺伝子も片方のゲノムから欠失している),最 も小さく黒いものが亜種の

Xenopus bOrealiSで ある。これらはいずれの組み合わせでも互いにかけ合わせて子孫をつくるこ,と が

できる。また,発生のごく初期 (2細胞期)に将来の右側をつくる書!隊 (初期の胚の細胞のこと)と 左

側をつくる害J球を分離し接着させ,キ メラをつくることもできる。黒い野性型と白いアルビノのカエル

のキメラでは,身体の半分が黒,他の半分が自の個体をつ くることができるし,ま た,た とえば

X.bOrealisを 左側,X.lae宙sを右側にしたキメラでは前者の身体が小さいので身体が左に曲がったキ

メラ個体ができる。このカエルは年中水の中に居るにも拘らず,独特の声で鳴くのであるが,身体の左

側が X.borealis,右側がX.laevisの 上記のキメライ固体は, どちらの声で鳴くかということは興味は無

いわけではないが, まだ調べられていない。

しかし,こ のカエルの学問的意義はむしろもっと別の研究においてよく理解されている。このカエル

の分子生物学への貢献は挙げていけばきりがないようにも思えるが,その一つはおそらく,この卵が生

きた試験管として広 く生物活動物質の作用検定に使われていることであろう。このカエルの卵は直径が

l nlmも あり,そ の卵母細胞は巨大な核 (こ れを特に卵核胞と呼んでいる)を もつので,そ こに種々の

外来り NAを注入することにより,それらの発現調節を調べることができる。特に受精卵にDNAを
注入する際に,適当な遺伝子プロモーターさえ連結しておけば,IIFの特異的な組織でそれを発現させる

こともできる。また,種々の RNAやタンパク質を卵母細胞や受精卵の細胞質に注入すると,その生物

活性をさまざまな状況で決定することもできる。

このカエルは無舌亜目に属し,実は舌がない。それでコイのエサやレバーの角切 りを与えると,両手

で上手に口に運んで食べる。すなわち,こ のものの飼育には生き餌であるハエを飼う必要がないので手

間が大いに省けるのである。ついでに述べると生殖線刺激ホルモンを注入することにより,年中産卵さ

せることができるので,研究者が季節労働者にならなくてすむ。また,そ のオタマジャクシが透明で,

まるで熱帯魚のようになるので,実験のつかい残りの胚を飼育し,育て上げるのも結構楽しい。

このカエルを有名にした最初の研究はリボソームRNA遺伝子に関するものであった。このカエルの

細胞核には通常核小体が 2個形成されるが,そ の卵母細胞の核 (前の卵核胞)に は1000個以上の核小体

が現れる。不思議なこととされていた力ヽ 実はこれは染色体中に含まれるリボソームRNA遺伝子が染

色体外に特異的に増幅される結果であることが明らかにされた。しかし現在ではこのカエルは各種の形

態形成遺伝子の研究にも用いられている。また,細胞周期や核・細胞質問の相互作用の研究にも活発に

用いられている。

このカエルのファンである研究者たちは,10年前から2年に 1度づつ集まってプログレスレポー トを

やるようになった。昨年は6月 にオランダで 6回 目の集まりがあり,お よそ300人位が各国から集まっ

てきた。これらの人々は, 自らをHenOpus Peopleと 呼んでイ中良くしている。このユーモラスなしぐさ

のカドのない動物 (ぬ るぬるしてカドがない。ただし後肢のツメは別である)が取り持つ縁で,地球上

のいろんな場所において,学問と友好の輪がふくらんでいるというわけである。
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